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三重大医学部への研究室訪問を実施しました。6月 11日に大河原・江藤研究室へ

生徒が訪問し、講義と実習に参加して多くを学びました。 

 大河原・江藤研究室では、自閉症の発症についてメカニズム解明について学び、ラ

ットの解剖を体験させていただきました。ラットの体内や脳など、実際の臓器を見るの

は多くの生徒が初めてで、初めは恐る恐る解剖していた生徒も次第に興味を持ちな

がら積極的に解剖をしていました。 

 

 

 

 

（生徒の感想） 

 ・動物の内臓を詳しく見たのは初めてだったのでとても興味深かった。 

・皮膚の下には内臓があるという当たり前のことを実感できた。 

・生きているラットを殺すのには抵抗があったが、自閉症の解明のため動物実験は

仕方がないことだと思った。 

・いきなり解剖には衝撃を受けた。 

・PCR法について学ぶことができよかった。 


